「うたって学ぶ しまくとぅば」学習指導案（参考例）
　当資料は、学習指導案の参考例です。内容をご確認のうえ、適宜ご調整ください。　
1. 単元名・題材名

単元名：（例）沖縄の言葉と文化に親しもう ～歌を通して学ぶ しまくとぅば～
題材名：（例）沖縄の童謡から、しまくとぅばの音や意味を知ろう


2. 対象学年・時間

対象学年：小学校第5学年・第6学年
時間：1時間（45分）


3. 単元の目標（学習指導要領との関連）

(1) 知識及び技能
沖縄の童謡に出てくるしまくとぅば（沖縄の言葉）の音や意味を知り、声に出して読んだり歌ったりすることができる。
【国語】第5学年及び第6学年「知識及び技能」(3)イ「語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き、共通語と方言との違いを理解すること。また、仮名及び漢字の由来、特質などについて理解すること」

(2) 思考力、判断力、表現力等
しまくとぅばと現代語（日本語）を比較し、音の違いや言い回しの特徴に気づき、自分の言葉で説明することができる。
【国語】第5学年及び第6学年「思考力、判断力、表現力等」A話すこと・聞くこと (1)ウ「話の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別するなど、話の構成を考えること」

(3) 学びに向かう力、人間性等
沖縄の言葉や文化に興味をもち、多様な言語文化を尊重しようとする態度を養う。
【音楽】第5学年及び第6学年「学びに向かう力、人間性等」「音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う」
【総合的な学習の時間】「探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成する」



4. 評価規準
	観点
	評価規準

	知識・技能
	①しまくとぅばの音や意味を理解し、声に出して読んだり歌ったりすることができる。
②しまくとぅばと現代語の違いに気づき、言葉の特徴を理解している。

	思考・判断・表現
	①しまくとぅばと現代語を比較し、音の違いや言い回しの特徴を見つけることができる。
②学んだことや気づいたことを、自分の言葉でまとめて伝えることができる。

	主体的に学習に取り組む態度
	①歌や手遊びなどの活動に積極的に参加し、しまくとぅばに親しもうとしている。
②友だちの意見を聞き、自分の考えと比べながら学ぼうとしている。




5. 教材について

本単元では、以下の3曲から教員が選択して授業を行う。

(1) 耳切坊主（みみちりぼうじ）
特性：少し怖い内容を含む伝説に基づく童謡。子守唄として歌われてきた。
学習のポイント：
・物語性が強く、ストーリー理解から言葉への関心につなげやすい
・「ぐすぐす」「ヘイヨー」などの擬音語・囃子が特徴的
・加害者/被害者の両面性など、深い思考を促せる
・適した児童：物語が好きな児童、想像力を働かせることが得意な児童

(2) 赤田首里殿内（あかたすんどぅんち）
特性：手遊び歌・わらべうた。五穀豊穣や幸福を願う祈りの歌。
学習のポイント：
・手遊びと一緒に体を動かすことで、楽しく言葉を覚えられる
・「ミルク≠牛乳」など、驚きから興味を引き出せる
・「ヤファヤファ（柔らかい）」などの擬態語が特徴的
・適した児童：体を動かすことが好きな児童、明るく楽しい雰囲気を好む児童

(3) てぃんさぐぬ花（鳳仙花）
特性：親から子への教えを歌った教訓歌。沖縄で最も有名な歌の一つ。
学習のポイント：
・比喩表現（花を爪に染める＝教えを心に染める）が学びやすい
・現代の自分たちとつなげて考えやすい
・「てぃんさぐ」「うやぬゆしぐとぅ」など、言葉の響きが美しい
・適した児童：言葉の意味や背景を深く考えることが好きな児童


6. 本時の展開（45分）
導入（10分）
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準

	1. 本時の学習課題を知る
「沖縄の歌から、しまくとぅばの音や意味を学ぼう」

2. 教材となる歌を視聴する（動画）
・三線の音色と歌を聴く
・第一印象を自由に発表
	・しまくとぅばとは「沖縄の言葉」であることを確認
・「知っている人はいる？」と問いかけ、既習経験を共有

・動画は1回目の歌唱部分（2〜3分）を視聴
・「どんな感じがした？」と自由に発言させ、多様な感想を認める
	【態度①】
歌に興味をもち、視聴している



展開1：うたの内容を知ろう（12分）
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準

	3. ワークシートQ1〜Q3に取り組む
【耳切坊主】
・登場人物の確認
・ストーリーの要約
・気づいたことの記述

【赤田首里殿内】
・歌にこめられた願いの確認
・歌詞の順番がないことへの気づき
・「ミルク」の意味理解

【てぃんさぐぬ花】
・花の種類の確認
・歌の内容理解
・比喩表現への気づき
	・個人で考える時間（3分）→ペアで確認（2分）→全体共有（5分）の流れで進める
・動画の解説部分を適宜視聴し、理解を補完

【耳切坊主】
・「耳を切られた側が黒金座主」という事実に注目させる
・時系列を正確に理解させる

【赤田首里殿内】
・「ミルク＝牛乳」の思い込みを外すことで、驚きから興味を引き出す
・首里殿内、弥勒ウンケーなどの重要語句を板書

【てぃんさぐぬ花】
・爪染め文化の説明を補足
・「花を爪に染める＝教えを心に染める」の比喩を丁寧に
	【知識・技能①】
歌の基本的な内容や背景を理解している

【思考・判断・表現①】
物語や歌詞の内容について、自分なりの気づきを表現している



展開2：しまくとぅばにふれよう（15分）
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準

	4. 歌詞を声に出して読む・歌う
・しまくとぅばの歌詞を音読
・動画と一緒に歌ってみる
（手遊びがある場合は一緒に体験）

5. ワークシートQ1〜Q2に取り組む
・しまくとぅばと現代語の比較
・音の違いや言い回しの特徴に気づく
・「おもしろい」と思った言葉を選び、理由を書く
	・音読は教師が先に手本を示す
・発音が難しい場合は、ゆっくり区切って練習
・「意味がわからなくても、音を楽しむ」ことを重視

【全教材共通】
・「ん」で終わる言葉の多さ、音の繰り返し、リズム感などに注目させる

【耳切坊主】
・「ぐすぐす」の2つの意味（咳き込む/切る）を説明
・「ヘイヨー」はフェーシ（囃子）であることを補足

【赤田首里殿内】
・「ヤファヤファ（柔らかい）⇔クファ（硬い）」の対比を紹介
・手遊びの動作と言葉を結びつける

【てぃんさぐぬ花】
・「うやぬゆしぐとぅ（親の言うこと）」など、現代語との違いに注目
	【知識・技能①②】
しまくとぅばを声に出して読み、音の特徴に気づいている

【思考・判断・表現①】
しまくとぅばと現代語を比較し、違いを見つけている

【態度①】
歌や手遊びに積極的に参加している



まとめ：自分の言葉で伝えよう（8分）
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準

	6. グループで発表・交流
・「おもしろい」と思った言葉を共有
・友だちの意見を聞いてメモ

7. 全体での振り返り
・学習のまとめ
・感想の共有
	・3〜4人グループで発表（3分）
・「なぜその言葉が面白いと思ったのか」理由も伝えさせる
・多様な視点を認め、「友だちの意見で新しく気づいたこと」を問う

・「今日の学習で一番印象に残ったこと」を数名に発表させる
・しまくとぅばの面白さ、沖縄の文化の豊かさに触れ、多様性を尊重する姿勢につなげる
	【思考・判断・表現②】
学んだことを自分の言葉でまとめて伝えている

【態度②】
友だちの意見を聞き、自分の考えと比べている




7. 準備物

(1) 教員が準備するもの
・動画教材（「うたって学ぶしまくとぅば〜rainとめぐる沖縄のうた〜」）
・動画再生環境（PC、プロジェクター、スピーカー）
・児童用ワークシート（人数分）
・教員用解説＆解答シート　等

(2) 児童が準備するもの
・筆記用具
・ワークシート


8. 指導上の配慮事項

[bookmark: _Hlk220172710](1) 多様な児童への対応
しまくとぅばに馴染みがない児童：「新しい言葉を学ぶ楽しさ」を前面に出す
発表が苦手な児童：ペアやグループでの活動を取り入れ、段階的に支援
音読・歌唱が苦手な児童：「聞くだけでもOK」と選択肢を提示

(2) 文化的背景への配慮
しまくとぅばは「方言」ではなく「沖縄の言葉・文化」として尊重する姿勢を示す
「正しい発音」よりも「音を楽しむ」ことを重視
沖縄の歴史的背景（琉球王国、戦争、米軍統治等）に触れる場合は、発達段階に応じた配慮を行う

(3) 評価の観点
「正解」がある問いと「正解がない」問いを区別して評価
多様性と独自性を評価し、「理由を言語化できているか」を重視
答えの内容よりも「思考のプロセス」を評価


9. 発展的な学習活動

(1) 時間に余裕がある場合
・他の沖縄の童謡を調べる活動
・自分の地域の「昔から伝わる歌」を探す活動
・しまくとぅばの数え方や挨拶を学ぶ活動

(2) 教科横断的な展開
・国語：方言と共通語の違い、言葉の変化
・音楽：日本各地の民謡、世界の民族音楽
・社会：沖縄の歴史と文化、日本の地域文化
・総合的な学習の時間：多文化共生、地域の伝統文化
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